
＜禁止行為＞
①ゴミの不法投棄は禁止です。
番号

②たき火やゴミの焼却は禁止です。

危険行為：①バットやゴルフクラブなどは指定場所以外では使用しない。

迷惑行為：他の者に迷惑をかける騒音は出さない。

迷惑行為：２２時以降は音の出る花火はしない。
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「指定場所」とはどのような場所をいうのですか？

グライダータイプのラジコン飛行機は禁止ですか？

危険行為：②バーベキューや煮炊きなどは指定場所以外では行わない。
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「他の者に迷惑をかける騒音」とはどのようなものを指しますか？

河川敷のバーべーキューや煮炊きができる場所として、河川管
理者や公園等の管理者が認めた場所です。笹目橋から下流で
は、板橋区、北区、江戸川区においてバーベキューを行うことが
できるところがあります。詳細は各区役所へお問い合わせくださ
い。

動力がないものについても、ラジコン飛行機に類するものは禁止
です。例えグライダータイプのものであっても墜落の危険性はあ
り、また、滑空時には他の利用者に恐怖感を与え、近寄ることを
妨げることにつながりますので利用できません。

巻き取り式のリードを必要以上に伸ばして河川敷道路を散歩して
いる人を見かけますが、リードが細く自転車で走っていると見分
けができなく危険なので、やめさせてもらえませんか。

③犬のノーリードやペットなどのフンの放置は禁止です。

危険行為：③ラジコン飛行機（ヘリコプタ－を含む）は飛ばさない。
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＜危険・迷惑行為＞

回　　　答
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河川敷に進入が許される「管理者の許可がある場合」とは、どの
ような車両のことですか？

1

質　　　問

1

「指定場所」とはどのような場所をいうのですか？

新・荒川下流河川敷利用ルールについてのよくある質問（ＦＡＱ）

リードを装着している点ではノーリードとは言えないのかもしれま
せんが、通行の妨げになる場合がありますので、河川巡視等で
注意します。

河川敷の枯草が延焼する火災などが後を絶ちません。
たき火などを河川で行うことは、火勢により護岸などの河川管理
施設を損傷したり、火災を発生させる恐れが高いため、禁止して
います。
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禁止している音の出る花火は、どのようなものか、決められたも
のはありません。花火の種類にかかわらず、音が原因で河川敷
利用者や近隣住民に迷惑をかけるような花火の利用を禁止して
いるルールですので、これらを踏まえて、ご自身で花火の種類は
選定して下さい。

時間帯や場所にもよりますが、他の河川利用者が不快と感じる
音や近隣住民の方の安眠や快適な生活の妨げになる音です。
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④自動車及びオートバイの河川敷への進入は禁止です（管理者の許可がある場合は除く）。

河川敷の野球場やゴルフ場として、河川管理者や公園等の管理
者が認めた場所です。

①警察や消防などの緊急用車両、②工事用車両、③公園やグラ
ウンドなど国交省の許可を受けて設置してある施設の管理車
両、④河川敷駐車場への乗り入れ車両、⑤イベント等で一時的
に河川敷を使用する場合で河川管理者の許可を受けた車両で
す。

「音の出る花火」とはどのような花火を指すのですか？

「ゴミの不法投棄」には、飲食物、ペットボトル及び花火の残骸等
を捨てる行為も含まれます。
市区によっては、いわゆるポイ捨て条例を設けて禁止している自
治体もあります。

飲食物、ペットボトル及び花火のゴミなどの不法投棄は、法令等
で禁止されていますか？

河川に釣りに来ていて、暖をとるために火をたいてはいけません
か？

1



①自転車は徐行し、歩行者を優先しましょう。

＜マナー＞

河川敷道路に物を置くことは、河川利用の妨げになるばかりでな
く、河川管理用車両や緊急用車両等の通行の妨げになるのでや
めて下さい。

自転車の高速走行を防ぐために、河川敷道路にカラーコーンを
設置してはいけませんか？

集団での高速走行や練習のために荒川を利用することを考えて
いるのであれば、それはできません。「徐行」、「歩行者優先」で
安全運転をして頂けるのであれば、全ての自転車が利用できま
す。
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1 土手下の道路はサイクリング道路ではないのですか？

実際、このルールでは、競技用（スポーツタイプ）の自転車は、河
川敷を走行してはいけないと言っているのと同じではないです
か？
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この項目は他の利用者への障害行為をルール化したもので、他
には、サッカーのパス練習、フリスビーを行うこと、座り込むなどし
て試合の応援をする行為などが挙げられます。

1

荒川下流河川事務所管理課、岩淵出張所、小名木川出張所、各
市区の施設管理者に連絡し、場所や状況を教えて下さい。
対応としては、河川巡視を強化し、その迷惑行為を発見すればに
注意や指導を行います。行為者が特定できない場合でも、行わ
れている場所に看板を設置し、注意喚起を行います。

1 このルールの違反者には、どのような対応をするのですか？

違反者に対しては、その行為の中止するよう注意や指導、呼び
かけなどを行います。
法律で禁止されている行為において常習的なものや悪質なもの
は、警察に通報しますが、それ以外の危険や迷惑を及ぼす行為
は、荒川下流部のルールを知ってもらうための周知啓発を引き
続き行うとともに、河川巡視や警察 沿川自治体との連携を強化
していきます。

ここに記載されてはいないけれども、迷惑を被っている行為につ
いては、どうしたらいいですか？

＜その他＞
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サイクリング道路ではありません。その通路は、災害時の救助救
命活動や緊急物資輸送を目的に整備された「緊急用河川敷道
路」です。

「キャッチボールなど」のなどとは他にどんなものが含まれるので
すか？

②河川敷道路に自転車や荷物などを置かないようにしましょう。

③河川敷道路では、キャッチボールなど通行の妨げとなることはやめましょう。
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